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1．はじめに

　本校は，平成 26 年 4 月から，山梨県立谷村
工業高等学校と山梨県立桂高等学校が統合さ
れ，山梨県立都留興譲館高等学校となった。普
通科・英語理数科・工業科からなる総合制高校
で，多様で専門性の高いカリキュラムを用意し，
確かな学力と将来に対する明確な目標を持った
生徒の育成を目指している。 　
　現在，校舎の改築工事が行われており，生徒
は，プレハブの仮設校舎で授業を受けている。
そのため，実習室の構造は簡易的で安全面への
配慮が強く求められる。また，多くの生徒は，
地元企業に就職する現状の中で，即戦力として
活躍し地域産業を担い，活性化に貢献するため
には，技術者として正しい倫理観と価値観も必
要である。本レポートは，｢平成 25 年度産業・
情報技術等指導者養成研修 ｣における「科学技
術者倫理と安全に関する行動設計研修」の内容
を踏まえて実践したことについて報告する。

2．安全について

　本校工業科では，産業界に直結する人材の育
成を図っている。そのため，工業に関する理論
的な学習に加え，実践的なものづくりをとおし
て身に付けた知識，技術及び技能を活用する力
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　上記のように，実際の社会に参画し，生徒一
人ひとりが様々な方と世代間交流や連携が図れ
た。最終発表会では，今回の経験をどのように
将来へ結びつけるのかも含めて発表している。
さらに，専門家と行政，地域の方々にも発表会
に参画してもらい，講評や指導助言を得たこと
で，新たな視点など調査研究に大いに役立てら
れた。このように専門性を核とした「まちづく
り」に関する学習活動を通じて，専門知識に触
れる機会を提供することにより，学習と仕事の
つながりを実感させ，興味・関心・意欲を引き
出し，知識・技術はもとより，知的探究心・学
習意欲を一層伸長・高揚させ，自己のキャリア
形成に結びつけることができた。

5．終わりに

　表１は，3時点（5・10・1 月）の学習アンケ
ートの結果である。26 年度まちづくり学習に
参加した都市情報システムコース 3年 37 名が
対象である。
　表１のように，内容が進むにつれ学習の満足
度が増しているのが窺える。特に，まちづくり
に対する興味関心については 9割の生徒が「増
加した」と答えている。これは，教室での授業
と学習体系が大きく変わり，自ら考え行動しな
ければならなく，戸惑いながらも，その楽しさ
や難しさが肌で感じ取れた結果と考えられる。
また，難易度を問う質問では，「もっと易しい

内容がよい」が減少して「適切であった」と答
えた生徒が増加している。これは，学習期間に
おいて専門家や地域住民との交流を通して生徒
たちの向上心が芽生え，生徒の提案に多くの考
えをもって対応でき，やり遂げた感覚が増加し
ていったのではないかと思われる。通常の学習
活動では得られないことと思う。
　最後の質問で本活動の継続について聞いてみ
ると，望ましいという回答がほとんどであった。
（表２）
　これは，校外へのフィールドワークやワーク
ショップ，発表会を通して学習に対する意識の
向上が図られ，活動に対する責任感が生まれ，
さらには，世代間交流が自主性をもたせてくれ
たことで達成感と自信につながったのではない
かと分析する。 

　このように，学習の中で様々な意見があるこ
とを認識しながら，その意見集約を行い，調査・
分析・議論したことを発表することで，コミュ
ニケーション能力及びプレゼンテーション能力
の向上が図られ，自ら考え行動し適応していく
力や，課題を探求し解決しようとする力を身に
つけることができた。さらに，学習を通してま
ちづくりには様々な技術が活用されていること
が認識でき，科学技術や工学の重要性を理解さ
せるとともに，工学と社会の発展を図る創造的
な能力や実践的な態度が育成できたと考えてい
る。
　本校まちづくり学習は，地域・行政・大学・
企業の多くの方々の協働で創りあげた授業であ
る。これまで，ご協力ご支援いただいた方々に
厚く御礼申し上げ，ここに深謝の意を表する。

表1

表2
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を育成し，各企業で即戦力として活躍するため
の指導が必要不可欠である。本校の｢実習｣は，
製造現場により近い技術や技能の習得も目的と
しており，授業中に発生する危険性にも十分に
配慮した内容でなければならない。今回，教員
研修センターの主催する ｢平成 25 年度産業・
情報技術等指導者養成研修 ｣に参加して得られ
た内容を本校において実践し，得られた成果に
ついて報告する。
⑴　安全対策
　生徒は，｢実習 ｣で普段使い慣れない機器を
使用する場合が多い。授業中に事故にあわない
よう配慮と対策が求められることから，実習室
で想定される危険個所について，掲示をするな
どの工夫を行った。（図１～図３）
⑵　安全教育
　実践的な学習に対する生徒の既存知識を，生
徒と教員の双方が授業前に確認することで，次
に予測される危険を未然に察し対応することが

可能であると考える。今回は，授業前に図 4の
ようなプリントを活用して調査を行った。
　授業前には８割以上の生徒が「塩酸を使った
ことがある」と答えたが，その危険性について
の理解を問う「塩酸と水を混ぜて，水溶液を作
ったことがある」という問では「はい」と答え
た生徒は５割，「その際の注意事項を知ってい
る」という問では「はい」と答えた生徒は１割
以下であった。
　このように，事前調査を行うことで，生徒の
既存知識や経験値を教員が把握することにつな
がり，より安全に配慮した効果的な授業が実践
できる。授業内容のみの学習だけではなく，そ
の授業で使用する試薬や器具に関する正しい知
識と理解を深めることが重要となる。
　また，授業後には図５のような調査を実施し
た。
　授業後には，「その際の注意事項を知ってい
る」という問に全員が「はい」と答えることが

図4　学習前プリント 図5　学習後プリント
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できた。授業前と後で生徒自身にどのような変
化があったか明確にすることで，生徒は授業に
よる成長を実感でき，学習に対する意欲や興味
を高めることができる。教師も生徒の変容を確
認することができる。安全教育と学習の成果を
評価につなげる OPPシートを活用することで，
産業人に必要な素養の育成に貢献できる。
　｢実習 ｣は危険を伴うことが多いが，実際の
産業現場により近い内容に取り組むことで即戦
力が養われる。だからこそ，安全に実施できる
ように工夫することが必要である。

3．技術者倫理

　現代社会において，科学技術と社会経済は切
っても切り離せない関係にある。科学技術と社
会経済どちらもバランスよく発展していくこと
で，豊かな社会を構築できると考える。そのた
め，科学技術の実用化を担うこれからの技術者
は，社会倫理観に対する理解も深めておかなけ
ればならない。工業科における授業で，技術者
倫理について考えを深めさせるために，以下の
ような実践を行った。（表１）

⑴　ケースワーク
　生徒に，以下の例題について，自分だったら
どうするのかを考えさせた。その後，グループ
内で話し合い，意見をまとめてグループの発表
を行った。さらに，意見を集約して得られた方
向性が，社会に対する企業の意見となっていく
ことを，疑似体験した。

表1　学習指導案（略案）

①あなたは，数種類の新薬を開発している製薬
会社に就職して４年が経ち，新薬開発グループ
に所属した。
② A抗生物質を製品化して１年後，B病院から
連絡が入った。「ある患者に A抗生物質を処方し
たところ，副作用で患者の容体が悪化した。」と
のことである。すでに，A抗生物質は数多くの
病院や薬局に卸しており，今回のような事例は，
B病院からの連絡が初めてである。
③容体が悪化した患者も命には別状はなく，一
種のアレルギー反応の可能性もある。製品化し
て初めての事例ではあるものの，今後似たよう
な症状を起こす患者が出るかもしれない。
④もし検証を行うとすれば，いったん A抗生物
質の製造を中止しなければならない。一方で，A

抗生物質で病状が回復している患者も多く存在
する。
ここで，あなたならどのような対応をするか。

　～例題～
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　始めに，個人の意見を聞いた結果，７割以上
の生徒が製造中止派であった。しかし，グルー
プワークを通してクラス全体が出した結論は，
製造継続であった。いろいろな意見に触れる中
で，自分の考えを深め，正当性を客観的にとら
えることができた結果だと考えられる。この例
題に正解は無い。グループワークを通して，物
事を多角的に考える力や対立する意見から，総
合的に考察し課題を解決する力を身に付けさせ
ることに効果があると感じた。正しい答えを持
たない事例に生徒自身が直面する機会はいずれ
やってくるであろう。本当に直面してしまった
ときに，自分の倫理観をしっかり持って判断で
きるかどうか，そして，物事を他者と協力する
中で，批判的，多角的，総合的に考えて判断で
きるかどうか，高校時代から養っておくことが
大切である。

4．おわりに

　研修で学んだことを実践し，あらためて安全
教育や技術者倫理について考えを深めさせるこ
との重要性を感じた。学習活動を OPPシート

や振り返りシートを活用することで，生徒の理
解状況や授業の改善ポイントを的確に把握する
ことにも繋がった。現在，企業では生産工程全
体を効率化し，高品質な製品を維持することが
重視されているように感じる。生産活動そのも
のが高度化し，技術者に求められる資質も多岐
に渡っている。
　このような状況を踏まえ，工業科で指導する
私たちは，作業効率が求められる現場で活躍す
る技術者を想定し，その前提となる安全教育を
徹底する必要がある。また，品質の維持，向上
よりも利益向上のみを優先した生産に常に疑問
を持ち，技術者として正しい倫理観をもって生
産活動に従事できる人材を育み，地域産業を担
い活性化する人材を輩出していくことが重要で
ある。

図6　発表とまとめ
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